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１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 160,129 △15.3 6,494 △44.6 8,616 △39.7 6,401 △45.7

2025年３月期第１四半期 188,994 △1.0 11,733 59.7 14,287 13.2 11,781 50.0
(注)包括利益 2026年３月期第１四半期 3,071百万円(△80.8％) 2025年３月期第１四半期 16,024百万円( △6.0％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 107.50 －

2025年３月期第１四半期 197.89 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 649,532 409,976 60.3

2025年３月期 673,537 416,035 59.2
(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 391,801百万円 2025年３月期 398,401百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － － － 150.00 150.00

2026年３月期 －
2026年３月期(予想) － － 159.00 159.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 331,700 △5.9 12,800 △40.4 15,300 △43.3 9,500 △53.7 159.53

通期 692,000 2.0 24,000 △25.5 34,000 △22.0 27,000 △0.5 453.41
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 61,989,206株 2025年３月期 61,989,206株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 2,439,951株 2025年３月期 2,439,918株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 59,549,263株 2025年３月期１Ｑ 59,535,990株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、四半期決算短信(添付資料)「連結業績
予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
（決算補足説明資料の入手方法について）
決算補足説明資料はTDnetで同日開示するとともに、当社ウェブサイトに掲載いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは、当期からスタートした「中期計画2027」において、「循環のクオリティを追求する。」をテー

マとして掲げています。企業価値の向上に向けて「価値の創出」と「変動の抑制・期待の醸成」を基本戦略とし、

循環型ビジネスモデルのさらなる強化と経営基盤の充実化のための諸施策を着実に実行しています。

当第１四半期連結累計期間における当社グループの事業の状況は、次のとおりです。

需要動向

当社グループの環境・リサイクル関連サービスは廃棄物処理の受注が堅調でした。自動車関連製品及びサービス

は、自動車の生産が回復基調にあったことから受注・販売が増加しました。情報通信関連製品の販売は堅調に推移

しました。他方、新エネルギー関連製品の販売は前第２四半期以降、低調に推移しました。

相場環境

前年同期と比較して平均為替レートは円高ドル安となったものの、金、銀及びPGM（白金族金属）等の貴金属の平

均価格が上昇したことが業績に寄与しました。外貨建て債権債務の評価益は減少しました。

コスト

電力代等のエネルギーコストは前年同期と比較して減少したものの、製錬原料の購入条件等の悪化が収益に影響

を与えました。また、人件費や減価償却費等が増加しました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は前年同期比15.3％減の160,129百万円、営業利益は同44.6％

減の6,494百万円、経常利益は同39.7％減の8,616百万円となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益

は同45.7％減の6,401百万円となりました。

主要セグメントごとの経営成績は次のとおりです。なお、表中の「前第１四半期連結累計期間」は2024年４月１

日から2024年６月30日まで、「当第１四半期連結累計期間」は2025年４月１日から2025年６月30日までです。

環境・リサイクル部門

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間 増減 増減率

売上高 44,247 48,996 4,749 10.7％

営業利益 4,145 3,989 △156 △3.8％

経常利益 4,552 3,628 △924 △20.3％

廃棄物処理事業では、焼却の処理単価は堅調に推移したものの、処理量は減少しました。一方で、溶融・再資源

化の処理量は増加しました。土壌浄化事業では受注済みの案件の処理が順調に進捗しました。リサイクル事業では

当社グループ製錬所向けのリサイクル原料の集荷量は減少し、家電リサイクルの処理量は増加しました。東南アジ

ア事業では、インドネシアにおける廃棄物処理の受注が前年同期並みとなりました。営業外損益では、前年同期と

比較して為替相場の変動に伴う外貨建て債権債務の評価益が減少しました。

これらの結果、当部門の売上高は前年同期比10.7％増の48,996百万円、営業利益は同3.8％減の3,989百万円、経

常利益は同20.3％減の3,628百万円となりました。



ＤＯＷＡホールディングス株式会社(5714) 2026年３月期 第１四半期決算短信

-3-

製錬部門

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間 増減 増減率

売上高 72,953 74,212 1,258 1.7％

営業利益 4,338 1,961 △2,377 △54.8％

経常利益 5,260 3,639 △1,620 △30.8％

貴金属銅事業では金の生産量が増加しました。また、金及び銀の平均価格が上昇したことが業績に寄与しまし

た。PGM事業では使用済み自動車排ガス浄化触媒の集荷量が増加しました。一方で、前第３四半期に北米において新

サンプリング拠点の稼働を開始したことから、減価償却費が増加しました。亜鉛事業では亜鉛の生産量は減少しま

した。また、電力代等のエネルギーコストは減少したものの、原料代については製錬原料の購入条件が悪化しまし

た。製錬部門全体では、平均為替レートが前年同期比で円高ドル安となったことが収益を押し下げました。営業外

損益では海外亜鉛鉱山の持分法投資利益が増加しました。

これらの結果、当部門の売上高は前年同期比1.7％増の74,212百万円、営業利益は同54.8％減の1,961百万円、経

常利益は同30.8％減の3,639百万円となりました。

電子材料部門

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間 増減 増減率

売上高 60,047 22,676 △37,370 △62.2％

営業損益 883 △972 △1,856 －％

経常損益 1,205 △599 △1,805 －％

半導体事業ではウェアラブル機器向け近赤外LED及び受光素子（PD）の販売は前年同期並みとなりました。電子材

料事業では需要の調整局面の継続に加え、競合他社との競争激化により、銀粉の販売は減少しました。機能材料事

業では磁性粉の販売が低調に推移しました。営業外損益では新規製品の有償サンプル代収入が増加しました。

これらの結果、当部門の売上高は前年同期比62.2％減の22,676百万円、営業損益は同1,856百万円減の972百万円

の損失、経常損益は同1,805百万円減の599百万円の損失となりました。

金属加工部門

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間 増減 増減率

売上高 30,510 33,067 2,556 8.4％

営業利益 2,124 912 △1,212 △57.0％

経常利益 2,275 787 △1,487 △65.4％

伸銅品事業では自動車の生産が回復基調であったことから、自動車関連製品の販売は増加しました。また、AIサ

ーバー向け等の需要が堅調であったことから、情報通信関連製品の販売は増加しました。一方で、前年同期は銅価

格の上昇が業績に寄与しましたが、当期はその効果が剥落しました。めっき事業では自動車向けの需要が堅調に推

移しました。回路基板事業の販売は前年同期並みとなりました。

これらの結果、当部門の売上高は前年同期比8.4％増の33,067百万円、営業利益は同57.0％減の912百万円、経常

利益は同65.4％減の787百万円となりました。
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熱処理部門

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間 増減 増減率

売上高 7,009 7,370 360 5.1％

営業利益 109 196 86 79.4％

経常利益 347 261 △85 △24.7％

熱処理事業では国内の自動車生産が回復基調であったことから、熱処理受託加工の受注は増加しました。工業炉

事業ではメンテナンスの受注が増加しました。営業外損益では、前年同期と比較して為替相場の変動に伴う外貨建

て債権債務の評価益が減少しました。

これらの結果、当部門の売上高は前年同期比5.1％増の7,370百万円、営業利益は同79.4％増の196百万円、経常利

益は同24.7％減の261百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して24,004百万円減少し649,532百万円となり

ました。流動資産で19,736百万円の減少、固定資産で4,268百万円の減少となります。

流動資産の減少は、棚卸資産の減少10,316百万円、流動資産のその他の減少5,892百万円、及び現金及び預金の減

少2,557百万円等によるものです。固定資産の減少は、有形固定資産の減少3,193百万円、繰延税金資産の減少499百

万円、及び投資有価証券の減少389百万円等によるものです。

負債は、前連結会計年度末と比較して17,944百万円減少しました。これは、未払法人税等の減少4,337百万円、借

入地金の減少3,604百万円、短期借入金の減少2,921百万円、及び賞与引当金の減少2,770百万円等によるものです。

純資産につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益が6,401百万円となり、配当金の支払い9,022百万円

等を行った結果、株主資本が3,080百万円減少しました。また、為替換算調整勘定の減少4,570百万円等により、そ

の他の包括利益累計額が3,520百万円減少した結果、純資産合計では前連結会計年度末に比較し6,059百万円減少し

ました。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末と比較して1.2ポイント高い60.3％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期第２四半期連結累計期間（2025年４月１日～2025年９月30日）及び2026年３月期通期（2025年４月

１日～2026年３月31日）の業績予想につきましては、現在のところ業績が想定した範囲内で推移していることから、

2025年５月13日に公表した見通しから変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 43,577 41,020

受取手形、売掛金及び契約資産 92,274 91,266

商品及び製品 54,539 52,869

仕掛品 11,863 12,409

原材料及び貯蔵品 146,536 137,345

その他 18,525 12,632

貸倒引当金 △278 △240

流動資産合計 367,039 347,303

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 193,562 194,124

減価償却累計額 △107,734 △108,391

建物及び構築物（純額） 85,828 85,733

機械装置及び運搬具 331,145 329,546

減価償却累計額 △268,862 △270,552

機械装置及び運搬具（純額） 62,283 58,994

土地 28,442 28,047

建設仮勘定 26,336 27,137

その他 25,093 24,720

減価償却累計額 △19,347 △19,191

その他（純額） 5,745 5,529

有形固定資産合計 208,636 205,442

無形固定資産

のれん 1,706 1,566

その他 7,203 6,978

無形固定資産合計 8,910 8,544

投資その他の資産

投資有価証券 76,709 76,319

繰延税金資産 7,865 7,365

その他 4,472 4,651

貸倒引当金 △96 △96

投資その他の資産合計 88,951 88,241

固定資産合計 306,497 302,229

資産合計 673,537 649,532
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 48,984 47,533

短期借入金 29,986 27,065

コマーシャル・ペーパー 29,000 30,000

未払法人税等 7,141 2,803

未払消費税等 2,654 2,244

引当金

賞与引当金 5,458 2,687

役員賞与引当金 354 89

引当金計 5,812 2,776

借入地金 51,594 47,989

その他 26,485 24,566

流動負債合計 201,658 184,979

固定負債

社債 10,000 10,000

長期借入金 12,280 11,154

繰延税金負債 3,132 3,070

引当金

役員退職慰労引当金 374 302

その他の引当金 121 121

引当金計 495 424

退職給付に係る負債 21,844 22,114

その他 8,090 7,813

固定負債合計 55,842 54,576

負債合計 257,501 239,556

純資産の部

株主資本

資本金 36,437 36,437

資本剰余金 23,855 23,349

利益剰余金 301,998 299,424

自己株式 △4,988 △4,988

株主資本合計 357,302 354,222

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 16,902 17,431

繰延ヘッジ損益 △985 △373

為替換算調整勘定 23,381 18,810

退職給付に係る調整累計額 1,800 1,710

その他の包括利益累計額合計 41,098 37,578

非支配株主持分 17,634 18,175

純資産合計 416,035 409,976

負債純資産合計 673,537 649,532
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 188,994 160,129

売上原価 163,741 140,250

売上総利益 25,252 19,879

販売費及び一般管理費 13,519 13,384

営業利益 11,733 6,494

営業外収益

受取利息 66 75

受取配当金 537 600

持分法による投資利益 1,114 1,609

為替差益 566 -

受取ロイヤリティー 429 88

有償サンプル代収入 232 458

その他 442 412

営業外収益合計 3,389 3,246

営業外費用

支払利息 233 176

為替差損 - 283

環境対策費 326 352

その他 275 311

営業外費用合計 835 1,124

経常利益 14,287 8,616

特別利益

固定資産売却益 28 401

投資有価証券売却益 2,889 -

その他 73 34

特別利益合計 2,990 435

特別損失

固定資産除却損 239 207

その他 16 25

特別損失合計 256 232

税金等調整前四半期純利益 17,022 8,820

法人税等 4,765 2,327

四半期純利益 12,256 6,492

非支配株主に帰属する四半期純利益 474 90

親会社株主に帰属する四半期純利益 11,781 6,401
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期純利益 12,256 6,492

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 228 447

繰延ヘッジ損益 △1,234 609

為替換算調整勘定 3,105 △3,012

退職給付に係る調整額 △46 △89

持分法適用会社に対する持分相当額 1,715 △1,375

その他の包括利益合計 3,768 △3,421

四半期包括利益 16,024 3,071

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 15,473 2,881

非支配株主に係る四半期包括利益 551 189
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

当社グループの四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しています。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

当社及び国内連結子会社の税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しています。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、

次のとおりです。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 6,219百万円 7,095百万円

のれんの償却額 128 〃 124 〃

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

環境・リ

サイクル
製錬 電子材料 金属加工 熱処理 計

売上高

外部顧客への売
上高

23,600 68,647 58,258 30,502 7,009 188,019 975 188,994 － 188,994

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

20,647 4,305 1,788 7 0 26,749 2,934 29,684 △29,684 －

計 44,247 72,953 60,047 30,510 7,009 214,768 3,909 218,678 △29,684 188,994

セグメント利益 4,552 5,260 1,205 2,275 347 13,641 224 13,866 421 14,287

(注) １ 「その他」の区分は、不動産の賃貸業、プラント建設業、土木工事業、建設工事業、事務管理業務、技術

開発支援業務等、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主にグループ間取引を含んでいま

す。

２ セグメント利益の調整額421百万円には、各報告セグメントに配分していない営業外損益880百万円（受取

配当金、持分法投資損益及び支払利息等）、セグメント間未実現利益の調整額△171百万円等が含まれてい

ます。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っています。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

環境・リ

サイクル
製錬 電子材料 金属加工 熱処理 計

売上高

外部顧客への売
上高

26,050 71,434 21,377 33,050 7,370 159,283 846 160,129 － 160,129

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

22,946 2,777 1,299 16 0 27,040 2,634 29,674 △29,674 －

計 48,996 74,212 22,676 33,067 7,370 186,323 3,480 189,804 △29,674 160,129

セグメント利益
又は損失（△）

3,628 3,639 △599 787 261 7,717 165 7,883 733 8,616

(注) １ 「その他」の区分は、不動産の賃貸業、プラント建設業、土木工事業、建設工事業、事務管理業務、技術

開発支援業務等、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主にグループ間取引を含んでいま

す。

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額733百万円には、各報告セグメントに配分していない営業外損益

876百万円（受取配当金、持分法投資損益及び支払利息等）、セグメント間未実現利益の調整額27百万円等

が含まれています。

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っています。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年8月7日

ＤＯＷＡホールディングス株式会社

取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人 ト ー マ ツ

東 京 事 務 所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 長 島 拓 也

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 鈴 木 泰 司

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているＤＯＷＡホールディングス株式会社の2025年4月1日

から2026年3月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2025年4月1日から2025年6月30日まで）及び第1四半

期連結累計期間（2025年4月1日から2025年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要

な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含

まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において

一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定

める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示

する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビ

ュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性

が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取

引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表

に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）

に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関

する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を

喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財

務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくな

る可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1

項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表

等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手す

る。監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、

単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しています。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


